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今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です

かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の代表取締役 寄本 猛です
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吹き抜けはあり？なし？

戸建て住宅では玄関やリビングが吹き抜けにされることが多々あります。
お客様が望まれている場合と工務店や設計者が（好きで）進める場合がありますが
吹き抜けを作る理由としては、空間が広く明るく、また2階の子供室などと一体感が作れる
などでしょうか。ただし、デメリットもあります。本来あろうとする2階床面をなくすのですから
構造耐力的には不利（ただし、構造計算で確かめられている場合大丈夫）
延べ床面積が同じ場合工事費が割高、冷暖房効果が場所によって効きにくい
（暖かさは上に上がり、冷気は下に下ル）と言ったことが挙げられます。
「吹き抜けはやめたほうが良い、寒くてたまらん・冷暖房費が高くつくから」
との声が聞かれますが、条件を整えればその限りではありません。
それは

「暖房が効きにくい、寒い・暑い」は条件次第

逆の話になりますが、断熱性、気密性が低い住宅は、ひとつの部屋を小さくしたり建具で部屋を
区切られたり、部屋ごとの冷暖房にして、大きな空間で冷暖房費がかからないように、また皆が
同じ部屋で過ごして光熱費の削減とする。裏を返すと、断熱・気密・冷暖房計画・熱交換換気設
備などしっかり揃っていれば、かなり自由な空間づくりと健康で快適な暮らしができる訳です。

高断熱住宅 高気密住宅

適切な冷暖房設備
（湿度が上がるガス、石油暖房器具
は避けた方が良い）

熱交換型
換気設備の設置

■吹き抜けがある家 ■一般的な在来軸組工法 ■高耐震構造 ■計画換気システム設備の家
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このような構造設備が整っている建物は極端に言えば家中どこも同じ温度の空間を得られるわけです。
よって健康で快適に暮らせ、ヒートショック防止にもなります。これらの条件を叶えている住宅の方が
少ないと思われます。また、上記のデメリットの事もあるから
工務店や設計者があまり進められないか？光熱費などよりデザイン、カッコよさや
明るさ優先で吹き抜けを選択されるか？です。どんな場合吹き抜けを作られる事が多いのか。
・吹き抜けを作らなければ明るさや日射取得が得にくい。
・音やプライバシーの問題より家族の一体感を重視したい
・高さ、広さ感を優先し開放的なオープン階段を作り、かっこいい空間の中で暮らしたい。
これらの事を優先したければ採用されてもいいと思います。ただ、２階建ての場合、
詳細な構造計算をあまり行わず、建築士の経験と耐力壁の配置、荷重のみ梁高さ決めぐらいなので
構造上きわめて危ない建物にならないよう気を付けなければなりません。
こんなケースの場合構造計算の費用はかかりますが、しっかり構造計算し安心な軸組を作ることが必要です。
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facebookで日頃の出来事や現場の進行状況を掲載しています。
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※この通信紙及びチラシの送付でご迷惑をおかけしていましたら恐れ入りますがご連絡いただければ 送付を取りやめさせていただきます。

最後まで読んでいただきありがとうございます。不定期ではありますがこの『JYONAN通信』で
弊社の取り組み・出来事・イベントなどのお知らせの発行が出来ればと思っております。

父が亡くなり今年6月で3年 -1本の電話から-

次回以降に
続きます

実家を継いでいる下の弟から「爺さんが入院したんや、2週間ほどで帰ってくると思うんやけど、また行け
るときにでも見舞いに行ったってくれるか」と、そんな電話を受けその直近の日曜日に家族で見舞いに行くことに。
その日の午後、栃木県に嫁いでいる姉と、山科にいる弟家族も申し合わせていないのにほぼ同じ時間帯に病院に
到着した。実家の弟にも連絡を入れたので、母と下の弟も来てくれ、母親・兄弟（4人）家族全員偶然にも揃い父を
見舞い病室へ。
「えー！酸素マスクを付けて呼吸が荒い」とてもじゃないがこの状態が回復されて行くとは思えない。
（みんな同じことを思ったと思う）言葉が出ないが、各自自分の名前を父の耳元で伝え、父が少しうなづいてくれたのが
精一杯な状態。
主治医の先生もおられたので早速母と兄弟4人は別室で説明を聞くと、昨日までそうでもなかったが今日になって急変し
肺が真っ白にしか映っていないとの事。皆それ以上先生に聞く必要を考えられず「延命治療されますか」の問いに
一同「このまま自然に」と。その日はこれで一同解散したが次の日の午後、案の定悪い知らせが。

まだ息はあるから来られる親族の方はと連絡を受け病院に向かったが間に合わず。
昨日、一旦覚悟をして喪服など必要なものを栃木に取りに帰った姉も着くや否やトンボ帰り。

享年94才 「肺炎」との事。
一同悲しんでいる間もなく、あわただしく仕事のようにお寺や親戚への連絡、葬儀場の手配を進めた。
一旦遺体は実家に戻りお寺に来ていただき、田舎独自の儀式があり、主だった親戚も立ち会ってもらう。
それから無事に通夜、葬儀を勤めさせていただきました。

元々の病気の始まりは「熱中症」からでした。
亡くなる3年ほど前の夏のある日、家の畑を小さな耕運機（ガスボンベで動く）で耕していて
耕運機はしんどい、休みたいと云わないから、ずっと炎天下の中で耕していたようで、
本人が干しあがり熱中症に。その後、心臓にペースメーカーを取付けていただき調子はよくな
ったようだが、手術の時に尿道に管を入れられ、そこから菌が入ったようで、それが尾を引い
て病院通いが始まりました。そんな暑い日に90才を超えた爺さんが畑仕事しなくてよかったのに。
田舎の人ですね・・・じっとしていられないようで毎日なんかしてましたね。

父曰く「汗かく事をする時はその前に水分を取っとかなあかんな」と、
スポーツの世界では当たり前になっていますが水分補給がいかに大切かですね。
ペースメーカーを入れてからは、体は一旦快適になったようですが、
本人曰く「機械に生かされてる、自分の力で生きていない」と少し気落ちすることも。
こんな事がなければまだまだ生きていたと思います。

日頃実家へ帰っても、60才を超えた私でも、いつも仕切られ指示され、
実は帰ってもゆっくりした気分で過ごせませんでした。私が還暦になった時も、
父から「そうか60代が一番いい時や！頑張れ！」と90代の爺さんに励まされるのですから。
いつまでも親親（おやおや）して、しっかりしていました。

実家へ帰ると野菜や米をいただくのですが「帰りに積む」はダメで「先に積め」と、家でも座る場所まで指示され
食事前に各自近況報告。この時間が楽しみなようで、私の妻との会話をいつも楽しいと喜んでくれていました。

しかし、親孝行は出来ず仕舞いでした。いつも父に仕切られ、言い訳ですが、そのタイミングがつかめませんでした。
私達子供に何一つしてほしい事は無い、買って欲しいものも無い、連れて行ってほしい所も無く、只々私達子供家族に
「変わりないか、元気か」と聞かれ、変わりないことを伝えると「そうか」と安心してもらう事くらいでした。
孫の進学、就職には何も言及せず「そうか、そうか」と聞くだけで、体の健康だけを案じてくれていました。
この父の人生は世の為、人の為、家族の為だけに生きてきたような人で、自分の楽しみや趣味はなかった父でした。
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